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<研究の概要>
近年の生活習慣病罹患者/要介護者の増加は，医療/介護
保険費といった社会保障費の増加をもたらしている．こ
のような状況の中，生活習慣の改善による予防の重要性
が叫ばれている．
本研究では，身体活動，栄養，睡眠などの生活習慣と
身体機能，特に動脈機能との関係について研究を進めて
いる．主な研究テーマは以下のとおりである．

①運動習慣と動脈機能との関係
動脈硬化を予防/治療するために有効な中高齢者の運動
プログラムの開発
②他動的運動が身体機能に及ぼす影響
骨格筋電気刺激/アシストロボットシステムが，身体機
能，特に動脈機能に及ぼす影響を検討
③生活習慣病の予防のための抗酸化物質の有効性
断眠，喫煙などの生活習慣に対するビタミンC/D等が動
脈機能に及ぼす影響を検討

特に①，②は，生活習慣病/介護予防という視点から，
さらに，リハビリテーションの観点からも，学術的意義
のみならず，社会的意義も大きいと考えられる．
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